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SEKITA’s ORDER HOUSE 
吹き付け断熱工法による、高気密・高断熱・高耐震住宅。「出かけなくても家が楽しい」をコンセプトにファニチャーやデザインにこだわった完全自
由設計のお住まいです。 

 
 



 

    健康と断熱性能は、関係が深いってご存知ですか？ 

 

しかし断熱性能だけを高めても、隙間だらけの家では効果を発揮できません。家全

体の気密性も重要なポイントとなってきます。家には見えない隙間がたくさん存在

しています。隙間が多いと、いくら暖房や冷房をしてもどんどん漏れていってしま

います。この隙間を出来るだけ少なくし気密性を高める事で、断熱性能も高まり家

全体を快適な室内環境に保つ事ができます。冬は家全体を暖めることで部屋間の温

度差が少なくなり、血圧の乱高下を防ぎヒートショックも緩和されます。 

このように、健康と住まいの断熱性能は深く関係していると考えられています。 

冬のリビングはエアコンで快適な温度に暖められています。しかし廊下やトイレ・浴室は寒く感じるのではないでしょうか。 

この温度差は、暮らしの快適性を損ねるだけではなく、健康にも大きな影響をおよぼします。 

この急激な温度の変化により血圧の乱高下や脈拍の変動が起こることをヒートショックといいます。 

冬場の入浴時や冷暖房の効いた部屋から外へ出た時などに起こりやすく、脳出血や脳梗塞、心筋梗塞などの深刻な疾患につながる危険性

があります。高血圧や動脈硬化の傾向がある人が影響を受けやすく、特に高齢者は注意が必要とされ、日本では年間1万人以上がヒート

ショックが原因で死亡しているといわれています。これは交通事故で亡くなる人よりも、はるかに多い数字となっています。 

そんな家の中の温度差を少なくするには、住まいの気密・断熱性能を高めることが大切なのです。 

建物全体を高性能断熱材で包み込み、熱の流出・流入が多い開口部には高断熱サッシや玄関ドアを使用することで、一年中外気温の影響

を受けにくい室内環境を実現します。 部屋間温度差の
比較イメージ 

冬の寒い廊下 
(血管が縮んで血圧上昇) 

寒い脱衣室 
(血圧がさらに上昇) 

熱めのお湯で温まる 
(血管が広がり血圧低下) 

  断熱性の高い家    断熱性の低い家 

寝室・廊下・トイレの温度差イメージ          出典：近畿大学 建築学部 岩前研究室 
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